
平成28年度近畿地方発明表彰において、ピオセラン®の発明が
「実施功績賞」及び「特許庁長官賞」を受賞しました

ピオセラン®ポリスチレン・ポリオレフィン複合樹脂発泡体TM

　積水化成品工業株式会社（本社：大阪市北区西天満 2-4-4、社長：柏原 正人）は、この度、

公益社団法人発明協会主催による平成 28 年度近畿地方発明表彰において、「実施功績賞」

及び「特許庁長官賞」を受賞しました。

　地方発明表彰は、優秀な発明等を完成し、その実施効果が高く、地域産業の向上に寄与し

ていると認められる技術者・研究開発者を顕彰するものです。

　平成28年11月28日、「平成28年度近畿地方発明表彰式」が神戸ポートピアホテルで行われました。

積水化成品工業株式会社は、特許第 4226530 号（オレフィン改質ポリスチレン系樹脂予備発泡粒子、

発泡成形体）にて柏原正人代表取締役社長が「実施功績賞」を受賞しました。同時に本特許の発明者

（稲田 修邦、松村 英保、筒井 恭孝、森岡 郁雄）が「特許庁長官賞」を受賞しました。

　汎用ポリスチレンにポリオレフィンをハイブリッド化することにより、ポリスチレンの発泡体（以下ＥＰＳ

と略す）の欠点である耐衝撃性能の不足を大きく改善でき、ＥＰＳでは使用困難であった自動車構造部材

や液晶パネルガラスの搬送用容器などの用途分野に提供できるようになりました。また、これにより、

これらの分野での品質（安全性、機能性）や、コスト低減にも貢献できるようになりました。
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ピオセラン®自動車用途例


